
平成4年 度国際共同研究報告

東北アジア文明の源流 をもとめて

秋 山 進 午

1.出 発 まで

平成3年 度の共同研究は,平 成4年3月 に孫守道先生 ら3人 をお迎 えし,当 初の予定

の箇所の参観や学術交流 を行 い,無 事終了 した。

平成4年 度は,い よいよ共同研究の最後の年にあたる。今回は考古測量調査 を1箇 所

行 ったあと,こ れまでの2年 間の調査で不十分 であったところを補 うことに重点を置き,

遼寧省側 と事前折衝 を行った。それによって,考 古測量調査は遼寧省東部の鳳城県で発

掘調査の行 われた東山大石蓋土坑墓群の測量調査 を行 うこととな り,早 速 中国国家文物

局 あて共同研究の申請書 を提出 した。昨年は許可が出発直前 までかか り,ず いぶんは ら

はらしたが,二 回目の今回はスムースに事が運び,申 請か ら2箇 月以内で遼寧省側に許

可証が届 いた。我々の国際共同研究の意義が中国考古文物当局に認め られたもの と喜び

たい。

そのほか,こ の春,共 同研究のため来 日された際,辛 占山先生によって紹介された将

軍墓 をふ くめ,高 句麗の旧都の桓仁へ,昭 和19年 の三上次男先生以来約半世紀ぶ りに,

外国人考古学者 として初めて,踏 査に向か うこ とが事前に明 らか となった。 また,遼 西

では阜新市査海遺跡に新築 された遺跡博物館 と平頂山遺跡,北 票県の凋素弗墓,朝 陽市

の牛河梁遺跡再訪,義 県万佛洞石窟,錦 州博物館参観 そ して最後に緩中姜女石の秦漢

宮殿遺跡 と,か ねて参観 と調査 を希望 していた所 をほぼ網羅 した 日程があらか じめ示 さ

れ,共 同研究最後の年に相応 しく,期 待 に胸一杯 で準備にかか った。

今回の メンバーは昨年度 と同 じく,次 の通 りである。

団長 秋山進午 大手前女子大学文学部教授

団員

団貝

団員

岡村秀典 九州大学文学部助教授

宮本一夫 愛媛大学法文学部助教授

大貫静夫 東京大学文学部助手
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団員 廣川 守 財団法人泉屋博古館学芸貝

2.平 成4年 度の 日本側研 究

出発は前2回 と同 じく,大 連便の便利な福 岡空港 とし,前 日の24日 夜,福 岡に全貝集

合 とした。 これまで2回 とも台風の直撃 を受け,右 往左往 させ られたので今回 も心配 し

たが,3度 目の何 とや らで台風19号 は幸い九州の西側に逸れ,初 めて予定通 り全貝顔 を

揃えるこ とがで き,荷 物 の振 り分 けや調査の打ち合せ をゆっ くり行 えた。

9月25日 働 九州は雨,大 連は快晴,風 強 し 一大連へ一

9時 福 岡空港着。全 日空NH.1105便 に乗 り込み11時19分 離陸,台 風の名残 りか途中は

雲が多かったが大連は快晴 となり,上 空か らの写真が撮れた。12時30分(中 国時間,以

下同 じ)大 連周水子空港着陸,郭 ・孫 ・辛三先生が揃 って出迎えて くだ さる。ほかに旅

順博物館の劉広堂副館長,定 年退職 された許明綱先生の後任 として大連市文物調査研究

員 とな られた,張 本義前金州博物館長 らも出迎 えに きて下 さった。何時 もなが ら丁重な

中国側の歓迎に感謝す る。我々一行が利用す るマ イクロバ スの運転は今年 も斉軍君。3

年 目の今年 もダンデ ィな着 こなしで迎えて くれた。皆んなお馴染みの方 々ばか りに迎 え

て頂 き外国に きた気分が しない程 で,こ の3年 間の交流の絆の強 さを実感 させ られた。

14時30分,大 連市付家庄の華能賓館に入 る。後で孫守道先生か ら聞いて驚いたのは,

ホテルのある付家庄は もとの濱町だ とのこ と。有名 な大連濱町貝塚の所在地点であった。

もっとも現在では貝塚 は消滅 しているらしい。

ホテルは海水浴の出来る海岸に近 く,海 には小 さい島が2～3個 浮かび,緑 も多くな

かなか美 しい所である。窓の下には床面積が200m2以 上あ りそ うな,瀟 洒な2階 建 ての

住宅が雛壇状 に並んでいる。聞 けば,大 連の経済開発特別区に進 出する 日系企業幹部用

に準備 された もの とのことだが,ほ とんどが空家の ままである。

15時30分 か ら17時30分 まで郭 ・孫 ・辛三先生 と日程打 ち合せ。 この席で初めて,か ね

て熱望 していた旅順博物館へ,明 日行けることになったことを知 らされた。全員大喜 び。

軍港旅順は今 も外国人の立ち入 りが禁止されてお り,我 々が当初計画 した四平山地区 も

含め,許 可 を得 るのが極めて困難であったが,こ の度大連市 当局の特別の計 らいで,参

観が許可 された ものである。

18時10分 ホテル発,麗 景大酒店で大連市共産党副書記林慶民氏,大 連市文化局長李勤

明氏等 を囲んで宴会。 このお二人の後押 しと大連市文物調査研究員の張本義先生のご努

力で,今 回,旅 順博物館参観が許可 になった とのことで,心 から感謝の宴 となった。明

日の会議のため,今 夜中に溜陽へ着 く必要のある郭先生 と別れ,20時30分 ホテル帰着。

後で郭先生から聞 くと,車 の故障のため高速道路の途中で立往生 し,藩 陽着は翌早朝
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とな り,一 睡 もしないで会議 に出席 した とのこと。

9月26日 仕)快 晴 一旅順博物館一

8時06分,ホ テル発。9時17分 旅順博物館着。劉広堂 ・蘇小幸両副館長に迎えられ,

応接室で博物館の概要 を伺 った後,い よいよ参観に向か う。私は4年 前に遼寧省人民対

外友好協会の招待 を受 け,三 宅俊成先生 とご一緒に,日 本人研究者 として戦後初めて参

観(朝 日新聞1988年7月2日 朝刊に寄稿)し て以来2回 目であるが,他 の団員諸氏は初

めての参観である。青銅器や漆器の陳列室は,ど うして も急ぎ足にな り,新 彊考古文物

すなわち"大 谷探検隊99将 来の中央アジア出土品の展観室へ向かって しまう。小さい一

室は織物 ・木工品 ・金工品 ・騎馬人物桶など,大 きい一室には ミイラ6体,そ れ と墓誌

類が展示されている。

階下には大連市域出土の発掘資料の展示がある。長海県広鹿島呉家村遺跡の玉飾,旅

順郭家村遺跡の装身具類,新 金県双塔紅旗村(『考古』1984-8)と 旅順サ家村の鋳型,

楼上村の土器など,短 い時間で皆 メモをとるのにも時間がない。いずれゆっくり参観に

訪れたいものである。早 く,早 くと急かされ,止 むな く見学終了。別館の館長室で大連

市域発掘資料の一部 を特別に参観させて下さる。

11時30分,旅 順博物館 に心 を残 しながら出発,12時30分,鮮 英楼飯店着。大連市李副

局長 と宴会,待 望の旅順博物館 を見学できた喜びか ら,昼 間にもかかわらず歌や踊 りも

でておおいには しゃいだ。14時30分 終了後,私 は宿舎で早 くも休養,他 の団貝諸氏は大

連市大嗜子遺跡見学に行 く。3年 前の環渤海考古学会の時にも見学 したこの遺跡か らは,

双舵子3期 層から土器 に入った炭化米が出土 したことで,注 目が集まっている貝塚遺跡

であ る。 もし事 実通 りな ら,わ が国へ の稲 の伝 来 に も大 きな問題 を投 げ掛 けるこ
〔補記一1〕

ととなる。 夜,今 度 は渤海酒 店 にて李 文化局 長 を囲 んでの宴 会。2日 目に して早 くも体

調黄 信号。

9月27日(日)晴 後 曇 一 山由岩 県博物 館一

7時35分,ホ テル発。 藩陽一大連 高速道路 を北上,普 蘭店 か ら黄海 沿 いに東 へ,11時,

庄 河着。 こ こか ら昨年 とは異 な り,左 折 して内陸部 の山由岩満族 自治 県へ 向か う。12時45

分 山由岩着 。人 口約50万 の うち約30%が 満州 族 との こ と。山由岩 文化局 の皆 さん と昼 食。 心

配 は事 実 となって また もや宴 会。 そのの ち山由岩県博物 館 にて,最 近略 報告 が発 表 された

山由岩北溝 遺跡(『 考 古』1992-5)の 出土 品 を見学す る。 多数 の土器 ・石 器,そ れ に玉 製

の装 身具 類が展示 され ていて,な か なか の収 穫で あ った。

15時20分,文 化局 の皆 さん に見送 られ山由岩発,大 営子 を経 て18時,も う薄 暗 くな った

鳳城 県文 化局到着 。 さ らに文 化局 の車の先 導で,真 っ暗 にな った なか,18時40分,鳳 城

滞在 中の宿舎 とな る鳳鳳 山荘着。 早速,地 元の皆 さんの歓迎 宴会。

9月28日(月)曇 ・大雨 ・雨 一 東山 ・西 山遺跡,鳳 城 県文 化局一
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8時,宿 舎発。9時 過 ぎ,今 回考古測量を行 う鳳城県草河郷管家村西赫家墨子の東山

遺跡着。 この遺跡は先に南山頭遺跡(『 遼海文物学刊』1987-1)と して略報告 されたも

のである。

丁度我 々が訪れたときは,既 に許玉林先生の下で第二次の発掘調査が行 われている最

中であった。一応の見学 を終 え,こ の東山遺跡 と,平 地 を挟んで向かい合 った西山遺跡

の見学 に向かった。 こちらも報告は未だだが,す でに尾根上に並んだ4基 の石蓋土坑墓

が,す べて掘 り上げられていた。

見学 中に,突 然空が暗 くなると猛烈 な雨が降 りだ し,皆 あわてて山を下 り,途 中の木

立中に避難 したが,雨 脚が強 く皆 びしょ濡れ となった。30分 ほ どたってマ イクロバ スが

途中まで迎 えに きて くれ,や っと避難す ることが出来た。11時30分,宿 舎へ 引き上げ昼

食。私は連 日の宴会が こたえ,早,節 食となる。

午後は14時 宿舎発,鳳 城県文化局で保管中の東山出土遺物 ほか,こ の地域から出土 し

た資料 を調査 した。東 山遺跡出土の土器は,全 部で9点 が復元 されていた。器形は大型

の粗質双耳長頸壺 と小型の粗質壺,お よび,い わゆる美松里型壺 である。 これ らは既に

この遺跡の略報告(『 遼海文物学刊』1990-2)に 発表 されているが,ご く一部 だけか ら

全体 を復元 したもの もあ り,報 告書 だけか ら論 を進めることは,問 題が 多いことを思い

知 らされた。石斧類 も多数 あったが,柔 らかい石灰岩 を素材 とした,明 器 もあることが

わか った。 なかには5号 墓 出土の,側 面 に明瞭な擦 り切 り痕 を残す ものがあった。ほか

には石墾,そ れ に8号 墓出土の石包丁 もみ られた。

鳳城の周辺には様々な遺跡がある。東山の考古測量調査が終 わった後,い くつかの遺

跡 を踏査 したが,そ れ らの遺跡出土品をあらか じめ,こ こで見ることが出来た。 その一

っは劉家塗遺跡で,戦 国時代の灰陶土器片,お よび前漢の丸瓦当 と平瓦が出土 している。

また古城里遺跡は鳳鳳山高句麗古城の中にあ り,そ こから紅色の高句麗瓦が採集 されて

いる。高句麗の灰陶壺が採集されている胡家墨へは,こ の度は行 くこ とが出来 なかった。

16時45分,見 学を終 え宿舎へ帰 る。

9月29日 ㈹ ～10月2日 働 一東山石蓋土坑墓考古測量調査一

昨夜 も雨が降 ったので心配 していた天気は持 ちなお し,い よいよ東 山の考古測量調査

に入った。その後,天 気は雨 こそ降 らなかったが,だ んだん と悪 くなり,最 後の日は今

に も降 りだしそ うになり,風 が吹 き荒れて とて も寒い思いをしたが,予 定通 りに測量 を

終了す ることが出来た。

この鳳城県は昨年の共同調査の際,鴨 緑江岸の丹東か ら,本 漢 を経て藩陽に向か った

ときに通過 した ところで,丹 東からは車で1時 間程の距離である。その時,同 行の孫先

生か ら,こ の町の周辺に漢 と高句麗の遺跡があるこ とを教 わったが,こ れ まで,ま とま

った報告はされていない。今 回,共 同研究 を行 った東山石蓋土坑墓群のみが,す でに報
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告 されている遺跡である。

遺跡は鳳城県城の東北約15km,鳳 城の東 を北から南へ流れ る,草 河の左岸にある。周

囲を高低の山で囲 まれた小さい盆地の中に,東 北に饗 える老黒山か ら派生 した低い丘陵

が幾本 も延び,そ の丘陵の一つの先端部分 と,丘 の下の平地部分 とにまたがって,多 数

の石蓋土坑墓 が群集 している。

共同研究に入ったときは,す でに許玉林先生の もとで,第 二次の発掘調査が行われて

いる最 中であった。 したが って,ほ とんどの墓 は掘 り上げ られてお り,発 掘が終わって

いる状態で,な お最後 に残 った丘陵上の一部分の発掘が行われているところで あった。

昨 日鳳城県文化局で見学 した土器 ・石器は,既 に報告 された第一次調査の出土品である。

我々の考古学常識か らいえば,発 掘 に入る前に地形測量 を行 う順序であるから,発 掘

中の状況を横 目でみながら地形測量 をす るのはなん とも妙で,他 人の調査 の尻拭いのよ

うな具合 である。 日中の考古発掘の意識の違いを,改 めて実感 させ られたこ とであった。

とはい うものの,我 々に とって石蓋土坑墓の発掘の状況が見られるのは,誠 に興味深

い所である。既に発掘が終 わっていた ところはともか くとして,最 後に残 されていた丘

陵上の発掘区では,孫 先生の指導の下に,広 範囲にわたる発掘が行われた。 これは,孫

先生が来 日された とき,日 本の発掘現場 を見て,早 速,遺 跡の全面発掘調査 を中国にお

いて取 り入れ ようとされたものである。

丘陵上の発掘区は約10×12mで,全 面 を開いてみると,6号 墓 と18号墓が蓋石 をもっ

ているのに対 し,そ の周辺に蓋石 を持たない墓が付属 している模様である。そして,こ

れ らの墓の周囲 に,構 造 とは無関係 な,墓 域 を区画す る石列が取 り囲んでいた。

こうした墓域全体の構成は,石 と土 という違いはあれ,昨 年実際に見聞す ることの出

来た,遼 東半島に多数見 られる積石塚 と構成が良 く似ていることに気が付 く。 こうした

石蓋土坑墓群は,積 石塚の影響の下に,こ の地域で作 り出 された埋葬形式,と 考えるこ

とが出来よう。

発掘 も進み,10月1日 午後には,こ れ まで未発掘であった,18号 墓の石蓋 を開 くこと

になった。蓋石 は長 さ1.9m,幅1.2m,厚 さは30cmほ どある。重 さは1t近 くあろ う

か。 この大石 を,吊 り上げ るのではな く,横 に穴 を掘 り,そ のなかに落 とし込むのであ

る。鉄挺子1丁 と人力だけで行われたこうした発掘状況は,中 国の考古学事情の一端 を

あらわす ものであろう。

当初の予想 と異な り,コ の字形に大石の周囲にあった石列は,大 石の下の支 え石では

な く,石 蓋 は直接土坑の上に乗せ られてお り,土 坑の一部 に別の石積みがある状況であ

った。土坑の内部は翌 日までに完掘されたが,残 念ながら期待は裏切 られ,無 遺物であ

った。

発掘区の拡張 も行われ,北 の20号 墓(こ の番号は重複 してお り,今 後変更があるか も
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しれぬ)と 北西の19号 墓 が続いて発掘 された。測量調査 も終 了に近づ いた2日 午後,20

号墓か ら土器が発見 された。斜め横倒 しになった土器は,粗 質双耳長頸壺 で,ほ ぼ完形

を留めてお り,し か も内部 には土が1杯 詰 まっていた ところを見ると,土 坑の内部 は埋

葬後 も相等長い間,空 間のままで,徐 々に内部へ土砂が入っていったこととなる。

さらに隣の19号 墓の整理 を行 っている最 中,東 側の石積みの内部か ら薄緑色の玉製の

小型垂飾が発見された。長 さ2.6cm,厚 さ0.2cmの 長方形で,一 端 が狭 まった ところに

両面穿孔の小穴が開けてある。石蓋土坑墓か ら玉製品が出土 したのは初めてであろ う。

とはいえ,出 土 した場所が乱石積みの間である。発見 されたのは我々の測量調査の最終

日であった。発掘はそれ以後 も進め られ るはずである。玉飾 の出土状況の解明が進む こ

とを期待 しつつ,我 々は現地 を離れた。

10月3日 ω 曇 一鳳鳳山高句麗山城,劉 家塗遺跡一

7時40分 宿舎発,先 ず鳳鳳山高句麗古城参観に向か う。8時,古 城子着。先 日,鳳 城

県文化局で見た高句麗古瓦はここか ら発見された。周囲は,丁 度,火 山の爆裂火口のよ

うに,長 さ1kmほ どの楕円形の播 り鉢状 になった地形で,そ の周囲を,切 り立 った鳳鳳

山の稜線が取 り巻いている。高句麗の城壁はその稜線に沿 って築かれている,と い うこ

とであるが,下 か らでは何 も見えない。

鳳鳳山は今,秋 の真っ盛 り,見事 な紅葉に彩 られている。城 内は西の城門か ら東へ段々

に高 くな り,東 端が峠 となって,そ こに東の城 門がある。今は道の両側 に礫石が堆 く堆

積 している。 ここか ら左右の稜線に沿って石垣が築かれている。右手の稜線 を登 るが,

私 と辛 さんは とて も皆 さんにつ いて行けず,諦 めて稜線上か ら見上げ ると,皆 は もう遥

かに高い,尾 根上の石垣の上 に立 っている。石垣は岩山の岩盤の上に,高 さ6mは あろう

か。煉瓦 を積 み上げた ように石が整然 と積 まれている。見た ところ,城 壁 とい うよ りは

墨塁に近 く,延 々と連続 しているようではない。予定の時間までに往復する自信がな く,

行 くことを諦めたが,皆 に聞 くと断続的なが ら,さ らに石垣が延びている所 まで進 んだ,

とい うことであった。

ふ もとの農家に,三 上次男先生が 「桓仁考古行記」(『民族学研究』新3-11946年,

の ち 「東満風土雑記」 と改題 し 『高句麗 と渤海』1990年 に所収一以下 「行記」 と略称)

に書 いてお られ る,高 床式の倉庫があった。珍 しくて,皆 で写真 を撮 る。

高句麗山城か ら少 し西 に,劉 家墨の遺跡がある。 この遺跡の出土遺物 も,先 日,鳳 城

県文化局で見た中にあり,戦 国時代後期から前漢時代初期の土器が発見 されている。遺

跡の現状は,た だ畑が広が るばか りで,特 別な遺構 は何 も残 されていない。詳 しいこと

はこれか らの調査に待 ちたい。

11時45分 宿舎へ帰 り,昼 食後12時55分 発,寛 旬経由桓仁へ向か う。峠 を何度 も越 え,

今回の最長の移動距離 となる。途 中,車 の事故 などもあり,桓 仁到着は22時 。走行距離
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は260km。 それか ら料理人 を呼 び戻 し,夕 食は23時30分 か らとなる。宿舎は桓仁満族 自

治県影劇院招待所,始 め聞かされていたよ りは結構な宿舎で ある。明 日か らの高句麗遺

跡に,思 いを馳せ ながら就寝する。

10月4日(日)快 晴 一将軍墓,上 ・下古城子一

朝,廊 下の窓か らい きな り五女山城が見 えた。朝 日の影 となっているが,な るほど,

その特徴 ある山容 は,一 見 してそれ と判る。町か ら距離があるせ いか,高 さはあまり感

じない。 この五女 山城は じめ,桓 仁の遺跡調査 に訪れた 日本 人考古学者は,1944年(昭

和19)6月 の三上次男・三宅俊成先生一行 ら以来,絶 えてな く,実 に約半世紀ぶ りに我々

が訪れたことになる(三 上次男 「行記」参照)。

朝食の時,去 年本漢で世話になった,本 漢博物館の魏館長 と文化局長が来ている。聞

けば桓仁 は本漢市の管轄 になるとのこ と。桓仁は面積約3500平 方km,人 口31万 程 でそ

の43%が 満族である。農業県で米 ・大豆 ・玉蜀黍のほか,遼 寧省でもっとも海抜が高い

地形を生か し,養 殖人参生産量の5分 の1を 産する とのこと。なるほどあちこちの山の

頂上に近い北側急斜面に,黒 いビニールハ ウスが 目についた。

8時50分 宿舎発,通 溝への道 を東進 し,7kmほ どで右へ折れ,地 道を下る。桓仁 から

通溝へ は,車 で2時 間程 とのこと。下 り切 って右へ,山 々に囲まれた小 さい平野にでる。

荒溝旬子の平野である。今,一 面の黄金の稔 りの時である。その向こうにU字 形 に回る

イ冬佳江の青 い流れが区切 る,低 くなだらかな緑の丘の真 ん中に,三 上先生が一伏 しの乳

房,と 記 された将軍墓が望 まれ る。 もっ とも,見 る位置の所為か,私 には乳房ではな く,

小 さい乳首 に見えた。

平野をさらに北へ 回 り,秩 歌汀の渡舟場 に着 く。三上先生 もここか らf冬佳江 を渡 られ

た。澄んだ流れの ままに,酒 々 と流れる柊佳江の向こ う岸 に甕える断崖や,そ の先の米

倉溝の丘の仔 まいは,約 半世紀前に,三 上先生が情趣溢れる流麗な筆致で報告 された時

と,ほ とん ど変 わらぬ情景ではなか ろうか。渡 し船 は約200m程 の川幅 を,5分 ほどでゆ

った りと漕 ぎ渡 して くれる。今,渡 し賃は5角 。対岸の"河 神の祠"は いまは無い。

坂 を登 って丘の上 に出ると,始 めて将軍墓がその墳丘 を見せ る。三上先生の 「行記」

では,墓 の上 に楡の大樹が二株茂っていた,と あるが今は無い。外国人の訪れが珍 しが

られ,丘 上は人で一杯 とな り,警 官が出動す る騒 ぎである。

この墓の発掘 は,今 年春,来 日された辛先生によって紹介 されたごとく,1991年 か ら

始め られた。現場主任の武家昌さんの説明によると,墳 丘は直経30m,高 さ8mの 円墳

で,封 土は階段状 となる。 甫道の左右には耳室があ り,主 室は四壁平行持 ち送 りの天井

をもつ石室である。内部 に花 商岩製の棺台二基が設けられている。興味 を引 くのは内部

壁面全面 に壁面が描かれていることで,そ れ も蓮華文 と"王"字 をち りばめた錦の織物

を吊 り下げたようである。 その外,天 井部には奇妙な文様 もみられた。 また,主 室壁面
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上部に各々6本 の銅釘が打ち込 まれてお り,何 か を吊 り下げていたこ とが判 る。

桓仁での初めての大型高句麗古墳発掘であると同時に,初 めての壁画古墳で もある。

三上先生が訪れ られた時には盗掘孔が開いていた,と あるが,そ れにしては壁面の色

彩は良 く残っている。盗掘のため,め ぼ しい遺物はなかったが,黄 粕の大型の竈 と四耳

壺などの典型的な高句麗遺物 があった。

陪塚 は全部で10基 ほどあるとのこ とで,そ の うち主墳 の東約90mに,北 か ら3・13・

2号 墓 と3基 が南北にならんだ うちの,2号 墓 と13号 墓が発掘 されていた。三」二先生の

報告では,こ の位置の陪塚は2基,と あ り,ど れに当たるか明瞭ではないが,お そらく

封土をもった2・13号 墓 を指すのではなか ろうか。

丘の南が米倉溝で,こ こか らは地名の ように良質の米が採れるそうであるが,み な中

央へ買い上げ られ,地 元の人の口に入らぬ との ことである。西北 にイ冬佳江 を隔てて望 ま

れる董船営の丘 には,高 句麗初期の階段式積石塚 が多数築かれている との ことで,こ の

地 も古 くか らの高句麗根拠地の一つであったようである。

再び柊佳江の渡 し舟に乗 り,秩 歌汀か ら今度 は修佳江沿いに桓仁へ。河越 しに望む五

女山城 は実に印象的である。13時 宿舎着。

午後は先ず下古城子 に向か う。桓仁か ら西へf冬佳江を渡 り,西 北へ4kmほ ど藩陽への

街道を進む と集落 に着 く。三上先生 らが高句麗古城探査 のため訪れられた新古城子で,

ここには古城 はないが,高 句麗初期の方段積石塚群がある。もとは200基 ほ どが群集 して

いた らしいが,現 在は30基 ほ どが,遼 寧省の省級文物保護単位 として保存 されている。

発掘された ものはな く,内 部の詳細は不明であるが,外 観の残 りの良い ものが10基 ほど

ある。 その うち基底部の四隅が,突 出するような状況を明瞭 に残 したもの も,幾 つか見

られた。上部は河原石 を積 み上げて築かれている。出土の土器は漢式に近 いもので,粕

の無い もの,と のこ とである。

ついで下古城子へ向か う。三上先生の旧古城子である。街道から少 し離れ,遠 目にも

小高 く見える。イ冬佳江に面 した東側は,河 の氾濫で削 られている。三上先生は新 しい遼

金時代の城跡 と報告 されているが,最 近調査 した吉林大学の魏存成氏は,漢 代以降の土

器片を採集 しているとの ことである。門跡は古城の南北に,各 々一つずつあるようであ

る。 もっとも,今 古城 内は隙間無 く民家が建 ち並び,調 査は容易ではなかろ う。城跡 に

建て られた標識には,こ の古城遺跡を高句麗初期の平原城跡 としている。

先の上古城子か らも,こ の下古城子か らも,五 女山城が望 めるのはい うまで もない。

実際,三 上先生 もお書 きになっている とお り,桓 仁ではどこか らで も五女山城 を仰 ぐこ

とが出来 る。いよいよ明 日は,そ の五女山城 に三上先生が登 られて以来,約 半世紀ぶ り

に 日本人考古学者 として登ることとなるのだ。

10月5日(月)快 晴 一五女 山城一
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今 日も天候 に恵まれた。朝か ら雲一つ無 い快晴である。大連以来節制 に努めつつ,つ

ぎつ ぎと宴会が続いて一向に良 くならなかった胃腸 も,宮 本氏の特効薬のお陰で今朝は

すっか り快調に戻 り,意 気揚々 と7時40分,宿 舎を出発 した。

三上先生らは五女山城の麓か ら,徒 歩で頂上へ向かわれたが,1984年 にテレビ塔が山

頂に建 てられることとな り,そ のため工事用の道路が頂上の岩壁直下まで開通 した。九

十九折の道路が,松 や針葉樹林の間 を縫 ってどんどん高 くなる。桓仁市内の宿舎から40

分,距 離13kmで 頂上直下の駐車場へ到着 した。ここから頂上までレールが敷かれ,台 車

に結んだワイヤー ロープを,ウ インチで巻 き上げるようになっている。中国人同行者は

ほ とんどが これに乗 る。つま り,今 は頂上 まですべて乗 り物 に乗 ったまま行ける。三上

先生の調査の時 とは隔世の感がある。我々は危険な台車に乗るのを辞退 し,こ こか ら玄

武岩の絶壁の割れ目を,歩 いて登 ること約25分 で頂上へ着いた。 この部分だけ三上先生

の足跡を辿ったことになる。かつてあった山の神の石祠は,ロ ープ ウェイ建設のため撤

去 され,今 は無い。石塁は三上先生の図よりも西へ曲が り,そ こに守衛のための住居が

あったのではないか といわれる。

頂上は雑木林 とな り,丁 度迎えた紅葉 に一面に彩 られ,実 に見事である。西の岩壁沿

いに平担な道 を辿る。す ぐTV局 の建物 と送信塔 がある。1986年 にこの局舎建 設に先立

つ発掘調査 を行 い,遼 金元時代の遺物 多数 と,少 数の高句麗遺物が出土 した らしい。そ

の先の道観は廃嘘 となり,土 台のみ残 る。池は天池 と名付けられ,周 囲が石垣で囲 まれ

ている。ここも1986年 の調査の とき,池 ざらえされた。この池は西側の断崖に接 してあ

り,側 に展望台が設けられている。三上先生 もこの山頂か らの絶景に筆 を割いておられ

るが,先 生が御覧になった時 と大 きく異なるのは,す ぐ南 を流れるイ冬佳江がせ き止め ら

れて,大 きなダム湖が出来ていることであろう。 とりわけ,最 も高い頂上南端 からの景

色は素晴 らしく,遥 か彼方 まで連 なる山並みの間に,湖 の水 と朝霞 とが混 じり合い,湖

とも陸 とも知れず広がる様は,さ なが ら仙界に浮かぶ思いであった。

ついで,頂 上の東南部の岩盤の割れ 目を,下 るというより半ば滑 り下 り,三 上先生が

発見された城壁 を見た。城壁石垣は この南端部分が一番高 く,絶 壁直下から始 まり,約

100m下 って,絶 壁 を鉢巻状に取 り巻 く・」・道に至 り,こ こか ら北へ小道に沿 って延 々と続

く。約300mほ ど進む と道が二つ にわかれ,石 垣 も直角におれて門となる。この門跡は高

さ6mほ ど石垣が雀え,整 然 と積み上げ られた石垣 は元の姿 を良 く留め,実 に見事 と言 う

ほかはない。既 に崩落 して表面が崩れた箇所が多い中で,こ の門跡の石垣のみは,隙 間

無 く整然 と築造当時の石積み を留め,苔 蒸 したたたずまいに星霜 を偲ばせ るものがある。

三上先生が,輯 安の山城子山城の北壁を彷彿せ しめ る,と 表現 されたの もこの門跡に違

いない。

三上先生がこの石垣 を実見されたのは,頂 上の調査で城跡が発見されず,一 旦麓まで
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下 られた ところへ急報が入 り,再 び急坂 を登 って戻 ってこられてか らの ことである。 し

か も,他 の遺跡 と比較 し,高 句麗の遺物の散布が無いなどの理由 をあげて,決 して結論

を急がれなかった冷静 な態度には全 く頭が下が るものがある。

11時50分,再 び車に乗 り,12時40分,渾 江 ダムの船着 き場 に設けられた渾江漁場 食堂

で,ダ ムで捕れ る魚の料理の昼食。広大 な地域 がダムのため水没 し,代 わ りに出現 した

湖へ と大きな変化であろう。三上先生が桓仁再訪の際に,調 査 を予定されていた高力墓

子村 も,簡 単 な報告(『 考古』1960-1)が 発表 されただけで,湖 の底になって しまった。

食後13時45分,湖 上遊覧船 に乗る。遊覧などもったいない と思 っていたが,船 は連絡

船の役 も兼ね,お かげで五女山城 の東面や,高 力墓子村の上方に残 された大型墓 を違望

す ることが出来た。16時 船 を下 りて宿舎へ向かい,短 いが有益であった桓仁での参観 を

終わった。

桓仁では終始,三 上先生の 「行記」 を片手に,見 学 を行 った。我々よ りあらゆ る点で

不便 な状況の中で,調 査 に当 られているに もかかわ らず,観 察の精緻で正確なこと,そ

して,い かなる時で も,み ずみず しい感性 に溢れた 目で,し か も冷静 に調査 を行われた

態度 に,改 めて驚嘆 を禁 じ得なかった。

遼寧省東部の考古遺跡について,昨 年の共同研究では,丹 東市後窪遺跡 と本渓市 ・撫

順市の出土遺物 を見た。今年 は鳳城県で発掘参加 をは じめ遺跡見学 をし,短 期間である

が桓仁県で主要な遺跡見学 を行 った。共に,日 本人考古学研究者 として新 中国 になって

か ら初めてのことである。今回の国際共同研究の大 きな成果の一つである。

この遼寧省東部地域の考古遺跡につ いては,中 国考古学研究者は もとよ り,高 句麗を

始め とする東北アジアの古代民族 と,そ の文化 を研究する幅広い研究者が,大 きな関心

をはらって きたのにかかわらず,こ れ まで十分 な情報が得 られなかった。

しか し,現 地へ行 って分かったことは,こ の地域の本格的 な考古研究は,や っと始ま

ったばか りである,と いうことである。遼寧省の考古学研究は,こ れ まで緊急 を要する

遼寧省西部地域 に重点がおかれて きた。将軍墓の発掘などを契機 として,遼 寧省東部の

考古調査はこれか ら盛んになって くるに違 いない。今年,中 国 と韓国 との国交が回復 し

た。 この地域の考古調査の重要性 も一層 増すであろ う。中国側の今後の調査の進展に期

待するだけでな く,我 々としても一層の共同研究の方策 を考 える必要があると思 う。

10月6日(火)霧 後晴又は曇 一永陵陵園一

桓仁を立つ朝は一面の霧で,五 女山城は姿 を現わさないままであった。7時42分 宿舎

発,三 上先生が撫順 から桓仁へ来 られた道 を逆 に辿 る。8時50分 峠を越え蘇子河流域へ

入 る。清朝発祥の地である。峠か ら下 る街道の両側の民家には,高 床式の倉庫 と並んで

校倉造 りの倉庫が設けられている。三上先生の 「行記」 にも写真がある。 しか し今は穀

物は高床式倉庫に入れ,校 倉の方は物置 きに使 っている。部落の人に聞 くと,こ の校倉
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はこの地域に しか残 っていないとの ことである。

また,三 上先生がこの地域の特徴 として,写 真 を掲載 されている密蜂の巣は,最 近で

は山東省の養蜂業者が盛んに来るため,地 元では止めて しまったとのことであった。

さらに下って都督 を過 ぎ,楡 樹郷に入ったロ合山村で土器造 りの集落があった。車 を止

めて夏中奎 さんの作業場に入 り込み,作 業 を見学する。大甕を専門に造 っている工房で

ある。作業場 には足蹴 り輔輔が50台 ほ どずらりと並べ られ,先 ず底 を造 って回る。つい

で粘土紐の輪積みで底部 を造 り,叩 きと撫でで成形する。3人 の工人が50台 の輔輔 を順

次回る流れ作業で,手 慣れた ものである。短時間の見学のため,成 形作業 を最後 まで見

ることは出来なかったが,大 きい土器を3段 に分 けて成形 している。外面は斜めに木 目

を使った叩き板 の模様,内 面は陶器製当て具の青海波模様が付けられていた。

丁度焼 き上が った ところの窯を,私 達のために開けていただいた。円形の煉瓦造 りの

窯の中にぎっしり大甕が積 まれていた。 もっとも興味 を惹いたのは窯の中で甕を積み重

ねる際 に,素 焼 きの懊 を,合 わせ 目一面に差 し込んでいることであった。

永陵に入 る手前の蘇子河の川岸で,漢 代小土城を遠望す る。三上先生らが発見 された

大 きい土城は,今 は破壊 された とのこと。

10時40分 永陵陵園着。昨年修復が完了 したばか りで,ど の建物 も色鮮やかである。12

時見学を終 え,永 陵の街の食堂で満族料理 を頂 く。13時20分,蘇 子河越 しに煙突山を眺

めつつ永陵 を出発,撫 順 をへて藩陽へ向かい,16時30分 藩陽の宿舎東栄賓館へ着いた。

10月7日 ㈹ 曇 一遼寧省博物館,新 楽遺跡一

午前,遼 寧省博物館にゆき,今 回の調査に関係す る資料 を各々見る。午後は丁度発掘

中の新楽遺跡 を見学す る。調査主任の周 さんの説明で,発 掘の様子 を見る。すでに度々

調査報告があるこの遺跡は,溜 陽市の手で遺跡博物館 となるらしく,今 迄あった建物 を

取 り壊 して,そ の跡地の発掘 を行 っているところである。新楽下層期の18号 ・19号住居

がほぼ完掘 されていた。18号 は大型で炉跡が真 ん中にあ り,主 柱は4本,周 辺に5～6

本の側柱がある。19号 は・」・型で柱は4本 だけ,た だ炉跡が中央か ら壁際へ3箇 所設けて

ある。

この地点の新楽上層期は墓地で,住 居区は もっと東にあるはず,と のこ とである。発

掘区の東端 に,遼 代の墓2基 があった。上部が破壊 されてはいるものの,底 部の残 りは

良い。遼の円形の墓は報告書ではよ く見るが,実 際の墓の状況 を見たのは初めてである。

そのあと,新 任の武館長の案 内で遺物展示館 を一巡 した。

10月8日 休)薄 晴 一阜新査海遺跡一

8時08分 藩陽の宿舎発,阜 新市へ向かい11時50分 着。阜新の宿舎は昨年の南梁城子山

測量調査の際の宿舎である。今回はこの秋,新 設 された査海遺跡博物館参観が主 目的の

せいか,私 には次の間付 きの立派な部屋が与えられた。
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昼食は阜新で毎回お世話になる,馬 副市長の招宴。13時45分 宿舎発,査 海遺跡へ。国

道101号 の遺跡入 り口には"中 華第一村"の 標識が建て られている。そこから遺跡 までの

道 も,舗 装道路 となっているのに驚か される。14時15分 遺跡博物館着。中学生 らしい団

体 と一緒に,さ っそ く博物館 を見学。モダンでなかなか立派な博物館 である。査海遺跡

出土の土器 ・玉器 ・石器それに龍文土器片が陳列 されている。 これらについては昨年の

報告で触れ たので省略す る。

遺跡は博物館の背後にある。昨年 までに13基 の住居趾が発掘 されていたが,遺 跡博物

館の建設 を機に発掘区が拡張 され,14～23号 住居趾が,発 掘 されたままの状態で,土 器

や石器 もそのままに公開されていた。昨年の見学の ときは埋め戻 されていたので,も う

ひとつはっきりしなかった遺構の様子がよ く分 かる。特に,住 居趾の中に設け られ,玉

器が副葬 されることがある,墓 と住居趾 との関係が よく分かった。16時 遺跡発,16時30

分宿舎へ。夜,再 び馬副市長 との宴会。

10月9日 ㈹ 快晴 一平頂山遺跡一

運転手の斉君が風邪で薬 を貰 いにいったため,出 発は8時40分 。国道101号 を西へ50

km走 り,紫 都 台東橋 を越 えた ところで右折 し,紫 干線 を北へ10km,さ らに右へ折れ平

頂山遺跡へ向か う。集落 を過 ぎ,低 い丘 を越 える と,右 手にてっぺんが横 に長 く平 らな

平頂 山が見 える。先程越 えた丘が分水嶺で,平 頂 山との間に,小 川を挟んで平行に南北

に伸 びる丘の上 に遺跡が ある。遼寧省文物考古研究所 と吉林大学考古学系が1988～89年

に共同調査 を行い,略 報告 が 『考古』(1992-5)に 発表 されている夏家店下層文化の城

趾遺跡である。遺跡は細長 い丘の北半分 にあ り,東 西150m,南 北430mの 長方形であ

る。遺跡北端部 と南部の一部分には,城 壁の跡が明瞭に残 っている。

我々が昨年考古測量調査 を行 った南梁城子 山遺跡は,こ こか ら西方約15kmと 近 い6南

梁城子山では,城 跡は絶壁 に囲まれた険 しい尾根の中腹にあったが,こ こでは低い丘の

上で平地に近い。同 じ文化期の遺跡で も立地は様 々に異なる。

12時,上 天気の下,今 日は遺跡の上での昼食。 日本か ら持 ってきたカップラー メンを

食べ る。久 しぶ りの 日本の味か。一番喜んだのは荷物の嵩がへった装備担 当の廣川さん。

13時 遺跡発。14時20分,北 票の宿舎,北 票旅社着。風邪気味のため休養 を取 る。元気な

皆 さんは街 を散歩。夜は北票県文化局の方々 と宴会。

10月10日(土)晴 後曇 一≧馬素弗墓,朝 陽市内遺跡 ・北塔 ・博物館一

8時03分 宿舎発,北 金線 を西北へ約23km走 り,西 官営子河沿いに下焼鍋で停車。右手

の支流の小饅頭溝 を,徒 歩で遡 ること約8-900mで 遺跡につ く。朝陽市級文化財で 「2馬

素 弗家族墓地」の標識が建 つ。西の将軍山か らなだ らかに下がる,川 沿いの丘の川岸近

くにあ り,雨 水の通路 となって表土が流 され,天 井石が露出 して発見されたらしい。2

号墓 はさらに川岸寄 りにある。
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今は一段 と低 くなった所に,天 井石の一部が露出 しているのが,僅 かに遺跡を偲ばせ

るのみで,丘 の上遥かに,最 近植 えられた細い並木が望 まれるほかは荒涼 としてお り,

北燕貴族墓地 とは信 じ難 い光景である。この遺跡の調査報告は 『文物』(1973-3)に 掲

載 されているが,執 筆者の黎瑠渤氏 とは前遼寧省博物館長の徐乗現氏のペ ンネームだそ

うである。10時 前再 び車 に乗 り,10時30分 宿舎へ着 く。昼食前の時間を利用 して,孫 先

生 と一緒に北票県文化局へゆ き,こ の地域出土の遺物 を見 る。夏家店下層文化の扇や青

銅短剣5口 などのほか,青 銅鍍金の鞍金具 と馬具飾 り,そ れに鎌斗など三燕時代の遺物

の幾つかがあった。

13時 北票発,14時20分 朝陽着。北燕の首都の龍城である。北票か らは46kmの 距離であ

る。我 々の到着直後 に着 いたマイクロバスか ら,江 上波夫先生が降 りてこられた。 ご挨

拶をして伺 うと,今 朝内蒙古の赤峰を出発 され,途 中道路工事のため迂回させ られ,遅

れたとのこ と。そのせいか,少 しお疲れのご様子であった。先生の一行は錦州 を経て藩

陽へ出,北 朝鮮へ壁画古墳 を見に行かれるとのこと。ご壮健 を願 いつつお別れ した。

昼食の後,14時55分,ま ず朝陽市内の発掘現場に行 く。一昨年朝陽北塔 を見学 したと

き,北 塔 と南塔 との間を整備 し,文 化ゾーンにす ると聞いたが,そ れが実施 中である。

発掘区は北塔の南約500mに あ り,10×37mほ どの トレンチが,深 さ6mほ ど掘 り下げら

れ,そ こに三重の石垣 を積んだ建物跡や,工 房 らしい住居趾が現れていた。年代 は遼金
〔き甫言己一2〕

時代 らしい との こと。 それから現代 までの堆積の深 いことに驚か される。

ついで修復がほぼ完了した朝陽北塔に行 く。北塔 は天宮か ら遼代の珍宝が多数発見さ

れ,そ の一部は第一回文物精華展に出陳されたので,ご 記憶の方 もあろう。 その故で国

家級文化財(第 三批全国重点文物保護単位)に 指定 され,修 理 中であった。一昨年は全

体に足場が組 まれていたが,今 回はす っか り取 り払われ,方 形十三重密権碑築の姿 をあ

らわ していた。塔北側の調査事務所の前には,二 種の礎石がおかれていた。一つは方形

で上部の傾斜面に龍虎朱雀紋の浮彫 りがある。 もう一つは上部が円形 とな り双龍が彫 ら

れている。基底部の発掘調査(『 遼海文物学刊』1990-2・1991-2)に よる と,元 来,三

燕時代の宮殿の礎石であった ものを転用 して,木 造の塔 を建てたらしい。

報告者はこの最初の木造建築 を,『魏書』皇后列伝にある北魏の文明太皇太后馬氏が,

龍城 に立てた"思 燕仏図"で はないかとしている。これまで遼西における三燕や北朝初

期の遺跡 については,あ まり有力な資料が無かったが,こ の朝陽北塔の資料はその欠を

埋める一つである。

ついで,朝 陽市博物館 を参観 した。特に朝陽市内の文物精品展の展示品は,実 に見ご

たえがあった。紅山文化資料か ら始 まり,小 波汰溝 ・北洞 ・山湾子 ・海島営子村の青銅

器,近 年調査 された楡樹林子郷炮手営子881号 墓 ・樂家営子901号 墓の青銅短剣期の遺物

(『遼海文物学刊』1991-2)な ど,こ れ まで報告 されたものがある。 しか しまた北票県嘲
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噺洞の青銅鍍金矢入れ金具,朝 陽県西営子郷甜草溝出土の金製金具類,十 二台営子郷の

青銅鍍金透彫鞍金具 など,未 報告の優品がある。北塔天宮発見のガラス瓶 なども,こ こ

に展示 されていた。未報告の資料の早 い公表 を期待 したい。夜,鳳 鳳飯店で張文化局長

の招宴。

10月11日(日)快 晴 一牛河梁遺跡一

8時40分 宿舎発,黄 色に色着いた並木の間を牛河梁へ向か う。11時,牛 河梁工作姑着。

郭 ・孫両先生か ら牛河梁遺跡の最近の調査の状況 を伺 う。 その後,工 作姑にある展示室

を一巡。昼食の後,い よいよ遺跡へ。先ず,第 二地点を見る。一番西のZ1積 石塚は,

概報(『文物』1986-8)で は,中 央部が鉄道建 設用の溝で破壊 されている,と あったが,

その中央部東西に2基,深 さ約2mほ ど5～6段 の階段 を片側に造 り,そこに箱式石棺墓

が営 まれていた。ここからも玉器が出土 した。階段 は共 に南側に設けられ,被 葬者は頭

を向けあっていた。つ まりZ1積 石塚 はこの2基 の墓 を中心 として,東 西 に長 い長方形

積石塚 を築 き,そ の積石南辺 に,次 々 と石棺墓 を築 いたこととなる。

Z4積 石塚は一昨年訪れた ときすでに掘 り出されていたが,北 部が二重の円形,南 部

が長方形の積石 を繋いだ形で,中 央部に人骨が出土 し,石 棺墓が造 られた,複 雑 な構造

である。

このZ4の 東に,Z5が 新たに発掘 されていた。 この積石塚 は南北に長 く,南 部は東

西 にさらに小さい長方形の積石塚が並び,西 方の ものには2基 の墓が南北にある。北部

は中央の円形の積石塚 を挟んで,東 西 にそれぞれ,小 型で南北に細長 い積石塚が配 され

ていた。 さらにその北に,東 西に一列 に彩陶大型筒形器が並んでいた。以上のごと く,

これらZ4・5積 石塚の構造 は実 に複雑である。おそら く一度に築かれたのではな く,

時期差があるはずである。詳 しい報告 を待 ちたい。

次いで山上の第一地点,す なわ ち女神廟に向か う。 その後,新 しい発掘がされた よう

であるが,今 はすっか り埋め戻 され,覆 い屋根が掛け られていた。 この遺構 に対 し,嚴

文明先生が,神 像の倉庫であって,神 像 は祭の時に運 び出され,一 段高い広場で祭が行

われた とい う意見 を出 しておられるとの ことである。孫先生 らは,神 像 が建物の壁面に

造 り付 けられていることを証拠 として,矢 張 り神廟であるとされる。 なるほ ど,先 程工

作姑で見せ ていただいた神像の復 原模型が独立像ではな く,背 面が壁付 きの様子になっ

ていたのはそのせいか。それに概報に写真が ある女性の肘は,そ の芯が明 らかに動物の

骨であって,鑑 定 しないと断言で きないが,人 間の骨か もしれない とも聞いた。

それか ら頂上の広場 を一巡する。100m四 方の方形で,西 斜面 には3段 に石垣が築かれ

ている。先の女神廟か ら広場 を北に越 えた地点に,紅 焼土が堆積 してお り,こ こか ら等

身3倍 大の塑像片が出土 し,第 二女神廟の可能性が ある,と のこ とである。

さらに,こ こか ら車で4km西 へ進み,ピ ラ ミッ ド形遺跡 と仮称 されている遺跡 を見
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る。基底部の直経80mで,内 側にさらに60mの 円形に積み石が回る。孫先生によると20

年ほど前 までは,周 囲に2mほ どの石垣が巡 り,門 もあった とのこ と。封土は高さ8mほ

どで,内 部は塊石混 じりの版築 によって積み上げてある。中央上部に鋳銅に用いたルツ

ボがあ り,版 築内部には萸基坑がある。 この遺構 もどの ような性格のものであろうか。

5km四 方に広がる牛河梁遺跡は,ま だまだ興味深い謎に一杯包まれている。今,現 地

の考古工作立占の所に遺跡博物館が建設中で,早 ければ1993年 の春 には開かれる予定 との

ことである。そうなれば,見 学 ももっと便利になろ う。それにして も広大なこの遺跡の

保 存には莫大な資金が必要であろ う。多 くの人の関心が よせ られることを期待 したい。

夕食は工作立占のお嬢 さん方の手料理 を頂いたが,こ れがまたおいしかった。夜,我 々

だけ凌源賓館 に泊まる。

10月12日(月)晴 一義 県万仏堂,奉 国寺一

朝食は再び工作姑。ガソ リン給油で手間取 り,9時40分 出発。国道101号 を朝陽へ。来

る時はまだ始まっていなかった道路改良工事のため,迂 回する。 こうしたときは,先 ず

丁寧 な案内があったため しが無い。運転手の勘だけが頼 りである。河の中を走るなどし

てよ うや く国道へ出る。予定 を変 え,朝 陽で昼食。13時30分 朝陽か ら大凌河沿いに下 る。

巴図営,団 花営子を経て,再 び大凌河 を渡るとやがて万仏堂である。3時22分,石 窟の

真上 に着 く。この石窟は早 く関野貞・村 田治郎氏の調査があ り,新 中国では閻文儒氏(『文

参』2-9,1951年),曹 迅氏(『文物』1960-6)の 研究,そ れに近年の大嶋京子氏の実

査(『 仏教芸術』159号,1985年)が 役立 とう。

石窟は文峰塔 を挟んで東 ・西区に分かれている。先ず西区に下 りる。僧坊の西に並ん

で前面に伽藍が設けられているのが第一窟で,中 心 に塔柱 を持 ち,石 窟中最 も大きい。

内部の仏像は皆清代の修復で,天 井の飛天に僅かに創建の面影 を残す。いま通路 となっ

ている第四窟南面の千仏 も当時のもの らしいが,後 世の補彩が邪魔になる。

第五窟では天井 中央の豪華 な天蓋が見事 である。天蓋は三重で,内 側は小 さい蓮肉と

その周囲 を連弁が取 り巻 く。二重 目には六体の飛天が巡 り,三 重 目の複弁蓮華は鋭い彫

りである。 その右方に も小型の三重蓮華 と,そ の周 りを囲む飛天浮彫が二体残 っている。

飛天の姿は第一窟の飛天に近 い。 中央の蓮肉部 は,蓮 の実ではな く,人 物か飛天の よう

である。その下方にも,や は り三重の蓮華があ り,蓮 の実に代わって合掌人物が三体彫

られている。有名な太和廿三年(499)元 景碑は,こ の窟の前に河 を背にしてある。

西区の最後の第六窟には,後 世の補修 を取 り去 り,北 魏時代の姿に戻った弥勒交脚筒

坐像が座す。本尊は高さ約3.3m。 大嶋氏が記す ように,後 世 の上塗 りを落 とし,創 建時

の雲岡様式の姿に戻っている。挙身光背は後補の彩色が多いが,周 辺部は彩色が落ち,

もとの様相 を示す。

ついで,東 区を見 る。こちらは後世の仏像のほかほ とんど何 もな く,一 番奥の第五窟
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南壁上部 に彫 られた景明三年(502)韓 貞等造窟記が名高いが,真 っ暗で詳 しいことはわ

からない。さらにその西に釈迦坐像 のある第六窟,鉄 の釣鐘がおかれた第七窟があるが

いまは簡単には行けない。

この万仏堂は北朝石窟の うち,も っ とも北に位置す る石窟 として知 られ る。開墾年代

や発願者についても諸説がある。所で,先 述の ごとく,朝 陽すなわち北燕の故都龍城の

地 にある北塔が,北 燕王凋弘の孫娘の文明太皇太后凋氏の建立 した"思 燕仏図"に 当る,

との説が提出されている。文明太后凋氏が死去 したのは孝文帝の太和十四年(490)。 こ

の義県は北燕の故地である。 この弥勒椅坐像の造像 と文明太后の死 とを,今 一度関連付

けて考えてみる必要があるのではなかろうか。

16時20分 万仏堂発,16時50分 義県の奉国寺着。この寺 は遼代,1020年 に建立 された。

大伽藍をそなえた大寺である。その うち大雄殿のみが遼代創建 当時の建物 で,遼 寧省で

は最 も古い木造建築 として,国 の文化財に指定 され修理 が施 された。斗 と肘木の組合せ

が見事 な雄大な建物である。寺内にあった一般の建物 を移転させ,旧 境内全体の整備が

進行 中である。夕食はこの大仏寺経営の食堂で羊の しゃぶ しゃぶ。天井まで届 く大 きな

火鍋 に驚いた。18時30分 出発,19時25分 錦州の北山賓館着。

10月13日 ㈹ 快晴 一錦州博物館一

8時03分 宿舎発。市内南西部の大広済寺へ向か う。遼代の碑塔が甕 えているが破損が

著 しく,目 下足場 を掛 けて修理中である。錦州博物館はこの寺 を転用 しているが,修 理

中のせいで休館 している。8時22分 着。我々は事前にここで,義 県発見の青銅器(『文物』

1982-2)と 興城楊河の青銅武器(『考古』1978-6)の 調査 を申 し込んでおいた。早速義

県の青銅器を出 していただ く。遼寧省博物館 にならべてあるのは皆模造品で,今 初めて

実物 を観察で きる。

遼寧省か ら出土する青銅器は,早 く凌源の海島営子村か らの一括出土品に始 まり,山

湾子,北 洞,小 波太溝,和 尚溝 と,い ずれ も朝陽市南部の2-30km四 方の範囲から出土

し,和 尚溝以外は墓 ではな く窪蔵である。 この義 県の もの もやは り客蔵であるが,出 土

地点が義県の北部,医 巫間山の南麓で,ぽ つん と飛び離れ,最 も東方であるのは重要で

ある。

出土 したのは器一1,鼎 一1,甑 一2,姐 一1の5器 である。なかでは墓 が製作,紋

様共 に最 も優れ,中 原の製作 になるものであろう。鼎は紋様が3単 位で一周せず,足 り

ない ところを一部分,別 の紋様で補ってある。瓢 の1器 は中のすのこが付 くようになっ

ていない。紋様の施紋がお粗末で,銅 質も悪 く,"す"が 多い。 これ らはいずれ も遼寧省

の どこかで製作 された もの と見 られる。

義 県出土の青銅器の うちで,最 も期待 していたのは岨である。青銅製の姐 はそれ 自体

極めて珍 しいが,さ らにこの姐には2個 の鈴が吊 り下げられているのである。中国で も
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勿論国宝に指定 されてお り,館 貝の方が慎重に収納箱か ら出 して下 さる。その筈で,鈴

を吊り下げた環が,脆 くなって危険なのである。 よく見 ると,鈴 はそれぞれ紋様が異な

り,形 も若干異なる。舌はない。吊 り下げるには,姐 本体 と鈴 にあるそれぞれの環 を,

上下で90度 向きを変えた双環で繋 ぐようになっているが,こ の双環の造 りがお粗末で,

しかも長す ぎる。明 らかに元の環が壊れて作 り直 してある。 その技術が拙劣な ところを

み ると,修 理 はやは り,こ の地の青銅器工房で行 われたこ とが明らかである。

次 に楊河の青銅武器類を見せ ていただ く。私は昨年(1992年)の 日本中国考古学会総

会において 「遼寧東部の青銅器文化」の発表 を行ったが,こ の楊河の資料は,遼 寧西部

と東部を結ぶ重要資料であ りながら,写 真 しかな く,比 較検討が充分行 えず,残 念な思

いをした。素環頭刀子3口,戚1口,文1口,鈎 具1口 からなるこれ ら青銅武器類 は,

青銅容器類 とは異なるあ りかたを示 し,は るか遼寧省東部か らさらに鴨緑江 まで,同 類

品が運ばれ,そ の地の青銅器文化の幕開けとなるのである。写真 と実測図を作成 して研

究資料 とし,渇 きを癒す ことが出来た。

館からほ ど近い南北食堂で館の皆 さん と昼食。14時08分 別れを告げ緩中へ向か う。途

中,清 朝時代の城壁 に囲 まれた古い町並みが保存されている,興 城の街 を30分 ほ ど見学。

城壁 を壊 して町を近代化するところが多い一方,興 城のように解放前の商店街 を保存 し,

また復原 し,店 の飾 りや看板などまで,か つての趣を再現 した町並み保存が,中 国で も

行 われていることを知 ることが出来た。

さらに国道102号 線 を南西へ,緩 中を過 ぎた万家屯か ら国道を左折 して海岸へ向かい,

錦州か ら193km,真 っ暗 くなった18時40分,姜 女石工作姑に到着 した。

この工作姑は姜女石の真ん前で発見 された秦 ・漢宮殿遺跡発掘のため設けられたが,

その後増設されて,現 在では遼寧省各地の発掘資料の整理基地 となっているらしい。昨

年,大 連市廟山(『遼海文物学刊』1992-1)の 遺跡 を見学 した際に,世 話になった吉林

大の陳国慶さん も,大 連市大嚇子の遺物整理に来合わせていて,早 速別棟で土器 を見な

がら説明をして下 さった。

それによる と,大 嚇子からは双舵子1期 の墓 が3基,同2期 が1基,同3期 が8基 発

掘 され,双 砧子3期 は切 り合いによ りさらに3段 階に分 けられる,と い うことで,す で

に報告書用の図面 も完成 していた。 まもな く発表され ると思われ るが,こ こか らは炭化

米 も出土 している。 日本への稲の伝来ルー トの問題に,重 要 な一石が投 じられよう。

夕食は工作姑の御馳走を頂 く。 目の前の海か らあが る蟹に舌鼓 をうつ。20時18分 工作

立占発,11km南 西へ走ると河北省の山海関である。20時45分 着,京 山賓館に泊まる。

10月14日 ㈱ 晴 一山海関,繧 中姜女石秦 ・漢宮殿遺跡一

朝起 きると宿舎は山海関の目の前である。宿の玄関を出ると,目 の前に「天下第一関』

の額が 目に入る。迎 えが来るまでに城門に上が る。西の方,は るかな山の上へ長城が延 々
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と連なる。

もっ とも,こ の長城 は明代以降の もので,戦 国 ・秦 ・漢の長城 は最近の論考(李 慶発・

張克挙 『遼海文物学刊』1991-2)に 内蒙古の赤峰市か ら東へ,教 漢旗の新恵鎮 遼寧省

の阜新市へ と伸 び,15～20km程 の距離 をおいて,南 北二重に連な り,さ らに東は鴨緑江

まで とどく。年代は南の長城 が燕の時,北 の長城が秦 ・漢時代 とされる。

我々 も1991年 に 日本学術振興会の補助金(国 際共同研究)に より内蒙古東南部 を踏査

した とき,赤 峰市東北で秦の長城 と衛城に至 った。従 って,今 の長城 の外 となっている

緩中の秦 ・漢宮殿の位置は,当 時は長城か らはるか内側なのであった。

10時05分 宿舎か ら車に乗 り,長 城が渤海に とどく老龍頭 に行 く。簡単 に参観できると

思 っていたが,そ こは天下の山海関で,見 学に2時 間はかか るといわれる。駆け足で一

回 りし,45分 で駐車場へ戻 り11時15分 発,11時40分 工作姑へ着 く。応接室で三先生から

こもごもこの遺跡の説明を受 けた。この遺跡はすでに 『文物』(1986-8)に 概報が発表

されているので,お およそのことは承知 していたが,秦 ・漢宮殿は この緩 中だけでな く,

河北省の山海関,そ れに高級避暑地 として著名な北戴河海浜の三箇所に設けられている

とのことで,そ の規模の雄大 さに驚嘆 させ られた。いずれの遺跡か らも秦の憂文大瓦当

が出土 しているが,北 戴河の宮殿趾は緩中の遺跡 と同様の大規模 な もの らしい。後に河

北省の参観の際に頂 いた 『文物春秋』(1992一特刊)に,北 戴河の調査概報が掲載 されて

いた。

工作姑には展示室が設 けられてお り,遺 跡の概要が示 され,ま た,出 土 した瓦当,瓦

類,碑 それに土器な どがならべ られていた。昼 食までにそれらを調査 した。

昼食後,い よいよ遺跡の見学に向か う。工作姑があるのは遺跡の中心の石碑地で,こ

こを中心に,左右 に翼 を広げたように約1～2kmの 距離 をおいて,突 き出 した岬の上 にも

宮殿趾がある。西が黒山頭,東 が止錨湾の遺跡である。黒山頭遺跡は前漢代,武 帝以前

と報告がある。現地は遠望 しただけで あるが,工 作姑 に先の概報掲載の実測図 をもとに

した,黒 山頭の大 きな遺跡模型が造 られていた。威陽1号 宮殿の ごとく,版 築土台によ

る重層建築である。

現在,発 掘作業は中央の石碑地遺構 に集 中してお り,既 に発表 された遺構図以上の発

掘成果があげられている。遺跡西南部 には2箇 所,城 壁か ら外へ導かれた排水溝が発掘

されてお り,東 辺の外郭は地形に沿 って複雑 に屈曲す るらしい。発掘 中の一部分 には多

量の瓦片が散布 し,半 瓦当が一個姿 を現わ していた。

石碑地の遺跡正面の海中に,孟 姜女の伝説で名高い姜女石が立っている。左は完全で,

高さ24mあ るが右は倒壊 している。とい うの も,こ の姜女石は 自然の岩ではな く,人 工

的に海 中に巨石 を積み上げて造った らし く,今 は海中に没 しているが,波 打 ち際か ら姜

女石 まで石積みの道が続 いているそうである。 『史記』秦始皇本紀の"砥 石門"に あたる
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のか。一体,築 造当初はどのような姿であったろうか。

夕 日を受け,真 っ青 な海に浮かぶ姜女石は,女 性の立像の ようにも見える。孟姜女の

伝説と結び付 いた所以であろう。山海関のす ぐ北の国道沿いには姜女廟 もある。 しか し

先述のごとく,秦 代の長城ははるか北である。明代以降,長 城がここまで退いてから伝

説 と結び付 けられた,と 考 える方が無難であろう。

渤海の海は青 々と美 しい。この緩中か ら北の塔山鎮大南舗村東南5kmの 海中で元代の

沈没船 が発見され(『遼海文物学刊』1992-1),中 国の水中考古学の実践場 として,中 国

歴史'博物館の愈偉超先生,日 本の田辺昭三氏らが参加 された。今年(1993年)春 日本で

開催された中国水中考古学の成果展覧会に,こ の緩中発見の元代陶磁器 も出陳されてい

た。

夕食は再び工作姑の食堂である。今回の中国での共同研究 もいよいよ今夜で終る。大

連か ら同行の楊君ともお別れである。吉林大の陳 さん らも入 り,賑 やかな宴 となった。

宴の後,8時18分 発,8時45分 再び山海関の京山賓館着,宿 泊。

10月15日 ㈱ 薄晴 一北京へ一

山海関か ら北京へは車で行 くこととなる。8時31分 山海関を後にする。秦皇島,北 戴

河 と205号 線 を行 く。昌黎付近,右 手に碍石山が見える。姜女石の宮殿趾が発掘 されるま

で,こ こが始皇本紀にある硯石門の所在地,と 考 えられていた山である。次いで右へ折

れ,再 び102号 線に入るが道 はあま1)良 くない。12時02分 豊潤で昼食。13時08分 出発,玉

田,三 河を経て15時25分 北京市へ入 る。王府井の考古研究所到着は16時30分 。山海関か

らここまで345km。 北京の宿舎は期待が外れ,昨 年泊 まった新僑賓館の隣の社会科学賓

館で,皆 どっと疲れが出るも止む無 し。

10月16日 ㈹ 薄晴 一国家文物局,考 古研究所訪問一

8時30分 宿舎発,8時45分 国家文物局に張柏副局長 をお尋ね し,共 同研究への助力の

感謝 と,併 せて成果の報告 をする。張局長 とお会いするの も二度 目で,郭 先生 らも同席

され話がはずむ。文物処の担当者の楊 さんは水中考古学のスペ シャ リス トで,緩 中での

調査 にも参加 された とのこ とであった。9時15分 辞去 し,空 いた時間に文物出版社の売

店で本 を買 う。皆,最 新の発掘報告書類を山のように買 う。 もっとも一番沢山買ったの

は研究所用の本 を買った辛先生。

10時30分 考古研究所へ。応接室は完成 したばか りの新館の2階 である。徐華芳所長,

徐光翼 ・烏恩副所長は じめ諸先生がおいで下さる。筑波大に留学 していた白雲 さんも中

国側通訳 として出席。ここで も遼寧省の三先生 とともに,共 同研究へのご助力に感謝 し,

成果を報告する。 さらに今後の共同研究について考古所の意向をお伺 いした。11時15分

辞去 し,張 柏先生らとの会食のため北海公園へ向か うが,車 が込合 ってなかなか入れず

お待たせ してしまう。北海公園の中の彷膳飯荘は風情のある老舗である。会食後14時30
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分瑠璃廠で本を探す。15時45分 宿舎へ帰 り,本 の発送。18時,今 度は四川豆花飯荘で考

古所の諸先生 と夕食懇談。 これで北京での諸行事 は無事終了 しほっとす る。

10月17日 仕)晴 一歴 史博物館,故 宮博物院参観一

今 日は午前中のみや っと自由行動。私 と岡村氏は連れ立 って8時20分 宿舎発,歩 いて

歴史博物館へ,8時45分 着。孔祥星副館長 と懇談 中に,わ ざわ ざ会議 を中座 して愈偉超

先生がおいで下 さる。先生の指導でこれ まで8年 間発掘 を続けてこられた,山 西省垣曲

の二里頭文化期の城趾遺跡や,河 南省班村の廟底溝文化期の遺跡の発掘の様子 を詳 しく

お話頂 く。 またご関心の深い水中考古学のことな ど,か な りのお年 にかかわらず,先 生

の学問への情熱に盗れたお話 しに時間 を忘れそ うになる。

10時 過 ぎまたの再会 を期 しなが らお別れ し,展 示 を見る。途中廣川さんに会 う。11時

30分 北京飯店で皆 と落 ち合い昼食。13時 宿舎へ戻る。13時30分,北 京大学考古学系へ留

学中の時雨 さんも一緒に,故 宮へ向かい,ま ず開催中の第二次文物精華展を見る。今回

も実に見ごたえがある。 その後16時 過 ぎまであちこちの展示館 を見て出口へ。16時 半故

宮から民族飯店へゆき,遼 寧省の先生方が送別宴 を開いて下 さる。こ うして今回の中国

における共 同研究の 日程 をすべて無事終了 した。明 日か らは河北省での考察 となるが,

それについては別途記述す ることとしたい。

我々 日本側の共同研究の計画は無事終了 し,あ とは1993年 春,中 国側の訪 日考察を残

すのみ となった。考古学分野における日中国際共同研究 を,初 めて成功 させ ることが出

来たことを喜び としたい。

3.共 同研 究 を終 え る に あ た って

共同研究の協議以来,幾 つかの問題点 もあったが,そ れらを乗 り越 え,成 功に導けた

のは,日 中互いに真摯な研究者 としての相互の尊敬 と信頼感が,そ の基礎になった と思

う。 日本側 を代表 して,郭 大順先生を代表 とする遼寧省文物考古研究所諸先生に,心 か

らの感謝 を申し述べたい。それ とともに,中 国考古学会理事長の蘇乗埼先生始め,尊 敬

申し上げる多 くの先生か ら,様 々なご支援があったことを,誠 に有難 く御礼申し上げる。

国家文物局の張徳勤局長,張 柏副局長 をは じめ文物処の担当各位,考 古研究所徐革芳所

長,徐 光翼 ・鳥恩副所長は じめ所員諸先生,北 京大学考古系宿 白 ・嚴文明教授ほか諸先

生,歴 史博物館の愈偉超館長ほか館員諸先生ら,実 に多くの先生方に様々にご指導いた

だいたこ とも忘れ難い。

実際の共同研究に際 しては,あ まりに数 多いため,一 々のお名前 を省かせ ていただ く

が,遼 寧省内各地の文化局 ・外事弁公室 ・公安局担当各位,博 物館 ・遺跡現場において

の調査 ・見学の便宜 を計 って頂 いた皆 々様に,厚 くお礼申し上げ る。以上の 多くの方 々
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の御厚意のお陰で,我 々は4箇 所の考古測量調査 を行ったの を始め,各 地の遺跡や博物

館 にお いて調査研究 を行い,研 究資料 を蓄積することが出来たのである。

今回我々が行ったのは発掘調査 ではな く,考 古測量調査である。本来は発掘調査に先

立ち,遺 跡の現状 を周辺の地形を含め,正 確 に測量図面 に作成す るものである。この作

業は本来,国 土座標 と連動 していることが望 ましい。 しか し我々にそうした座標系は公

開されない。将来,そ うした座標系 に連続で きるよう,ま た,今 後の発掘調査の際 に基

準 となるよう,各 調査地点にコンクリー ト製の基準杭 を埋設 しておいた。

そのような制約の もとに作成 した図面であるため,標 高はすべ て仮定のものである。

いつの 日にか,訂 正する機会の訪れることを願 うものである。

最後に,こ の3年 間,労 を共に した共同研究者各位に感謝 したい。 そして共同研究者

としての参加 を,こ ころよく許可頂いた各所属機関に感謝申し上げる。

ささやかではあるが,日 本人研究者 として,新 中国の大地に初めて考古学的研究 を行

うことが公式に許可 された背景 に,本 国際共同研究の経費が,財 団か らの経費でな く,

文部省の科学研究費補助金(国 際学術研究)と い う,公 的経費であったことが大 きく作

用 していることを記 し,我 々の研究費申請の許可 にかかわられた各位 に,深 甚の謝意を

表す るものである(1993年1月11日,9月30日 補訂)。

本稿 は平成4年 度文部省科 学研 究費補助 金(国 際学術 研究)に よる研 究成 果の一一・
〔審甫言己一3〕

部 であ る。

〔辛甫言己一1〕

〔辛甫言己一2〕

〔辛甫言己一3〕

大噛子遺跡 については 『遼海文物学刊』1991-1,『 農業考古』1992-3に 許明

綱,劉 俊勇氏の紹介が ある。

『人民 日報』海外版1993年6月 に"朝 陽発見三燕故都遺物遺趾"の 記事が掲載 され

た。 その記事によるとその位置は私たちが見学 した地点で,更 にその下層から三

燕時代の遺跡 と遺物が発見された模様である。

本報告 を含む3年 間の国際共同研究の成果は秋山進午編 『東北アジアにおける文

明の源流の考古学的研究』大手前女子大学文学部1993年3月 刊にまとめた。中

国側 との正式報告書の刊行は目下計画中である。
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